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   メディアが紹介したいと思わせるリリースとは 

広報会議の読者である、企業の広報担当者は、 
常に、メディアに取り上げられるリリースの作り方を考えています。 
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リリース作成・配信支援の、有力企業というブランディングを図ることができます。 
特集に出稿頂くことで、業界内での高いブランディング効果があります。 

営業支援として活用することが出来ます。 
貴社の営業が、アポイント電話や往訪する際に、広報会議に出稿頂いていることが信頼を生みます。 

高い広告効果を生むことが出来ます。 
日々良いリリースをどう作るか考えている方に向け効果的に、貴社サービスをアピールできます。 

   特集企画のご案内 

7月号（ 6月１日売り） 

 企画概要 

 メディアには日々大量のリリースが届きます。そのようなメディアに紹介したいと思っ
てもらえるような、コンテンツの選び方や、言葉の使い方を本特集では取り上げます。 

 また、有力企業広報部を中心とした、広報会議読者へのアンケートでは、９８％の企
業がリリースを業務として行っていると同時に、その６割の企業では外部に委託してい
るという結果が出ています。このような、企業の広報部に向けて、貴社のサービスのメ
リットや、導入実績などを紹介していきます。 
 



◆９８％の企業の広報部が、リリース業務を行っている。 
◆メディアへのアプローチで１番使われているのはリリース。 

広報会議３月号 ２００社への広報部アンケートより。 



◆広報部の外部への発注で１番多いのはリリース。 

広報会議３月号 ２００社への広報部アンケートより。 



  

特別プラン 4C1Pタイアップ ８0万円（税別）  4C1P純広告 60万円（税別）  
       
           
 
 

特別協賛枠 
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